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 2018年12月22日（UTC）にインドネシアのクラカタウ火山の噴火が原因とみられる

津波が発生しました。噴火に伴う地形変化を把握するため、日本の地球観測衛
星「だいち2号」（ALOS-2）に搭載された合成開口レーダー（PALSAR-2）のデータを

使用して画像の分析を行いました。

概 要

インドネシア・クラカタウ火山の噴火に伴う地形変化
～合成開口レーダー（SAR）解析によって明らかとなった地形変化～

解析結果

クラカタウ火山（アナク・クラカタウ；Anak Krakatau）の山体の南西部に明瞭な地
形変化が認められます。24日17時頃（UTC）までに2 km四方の島の南西部が崩

壊したと考えられます。
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解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA
本成果は、火山噴火予知連絡会衛星解析グループの活動を通して得られたものです。



国土地理院とJAXA（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構）が協力をして、
互いの展示施設において宇宙測地技術を用いた取り組みの紹介を平成31年2
月1日（金）から始めました。

主な内容としては、人工衛星「だいち２号」の観測データを活用して捉えた火山
や地震による地殻変動、電子基準点が捉えた大地の動きをパネルで分かりやす
く解説します。

また、H-2 型ロケット、陸域観測技術衛星「だいち2号」「電子基準点」の模型も展

示し機能や役割についても説明します。

概 要

“だいち”が捉える大地の動き
～JAXAと国土地理院の宇宙測地技術を用いた取り組みを

コラボ展示します～

展示内容

国土地理院では、新たな取り組みとしてJAXA（国立研究開発法人宇宙航空研

究開発機構）と協力をして、互いの展示施設において宇宙測地技術を用いた取り
組みを分かりやすく紹介します。
「地図と測量の科学館」の常設展示場においては、国土地理院が行っている災

害対応と備え面の取り組みとして、だいち2号の観測データにより捉えた平成27
年の箱根山（大涌谷）の火山活動の予兆や平成28年熊本地震における地殻変

動や電子基準点が捉えた大地の動きをパネルで分かりやすく解説するとともに、
併せて解析のために不可欠なデータ解析や取得のために欠かせない「H-2A型ロ
ケット」、陸域観測技術衛星「だいち2号」、「電子基準点」の模型を展示して機能
や役割についても説明します。
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本年(2019年)は、明治政府に近代測量を行う機関が設置された1869年（明治2
年）から満150年に当たることから、国土地理院及び関係団体は「近代測量150
年」と位置づけています。

 この近代測量150年の節目に、全国の道の駅でパネル展を開催します。

概 要

近代測量150年
全国約150箇所の道の駅でパネル展を開催

パネル展の概要

明治から平成、そして新しい時代へ。測量や地図作製は、第二次世界大戦以
降の戦後復興、高度経済成長、防災対策等のインフラ整備を下支えするとともに、
国土を正確に把握し適切に管理するためのツールとして長い間社会に大きく貢
献してきました。
そこで今回、全国約150箇所の道の駅でパネル展を開催し、社会の発展を支え

てきた近代測量の歩みをご紹介します。

併せて、人工衛星を利用した測量、ウェブ地図「地理院地図」、近年頻発する災
害への対応など、国土地理院のさまざまな取り組みも合わせて展示します。
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